
        
 

 
 

校 長  牧野田 弘一  

 

３月２３日、７０人の６年生が帖佐小学校を旅立ちました。マスクを外した子どもたち
の表情は凛々しく、自信をもって卒業式に臨んでいると感じさせるものでした。６年間の
学びを中学校で更に広げ深めてほしいと思います。 
私の式辞の一部を掲載します。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

                      

帖佐に根っこを 

【学校教育目標】夢や希望を抱いて挑戦し、自己実現を図る帖佐っ子 
【 校 訓 】やさしく かしこく たくましく 

ブログもぜひご覧ください。     
http://chosa.synapse-blog.jp/chosa/ 

帖佐の風 

帖佐小学校だより 

令和４年３月発行 第１１号 

小学校の六年間の学びを終え、先ほど卒業証書を手にした７０人の皆さん、おめでとうござ

います。 

 

皆さんが４年生になろうとしていた３年前、私たちが誰も経験したことのない試練に直面す

ることになりました。新型コロナウイルス感染症という見えないものと向き合うために、皆さ

んに多くの我慢を強いることになってしまいました。顔の半分がマスクに覆われ、互いの表情

を読み取ることが困難になり、皆さんが楽しみにしていた行事を中止せざるを得ない状況が続

きました。それでも皆さんは様々な工夫を施し、新しいアイディアを生み出し、ピンチをチャ

ンスへと変えてきました。世界中の人々がもう一度日常を取り戻すために奮闘してきた、そし

て皆さんもその一員であったということに胸を張ってください。 

 

さて、皆さんに私から最後の話を二つ贈ります。 

 

今年、私の心を一番震えさせた場面があります。それは昨年の１１月１２日の創立１５０周

年記念式典での一つのシーンです。帖佐十九日馬踊りのお囃子と鈴の音が校庭に響き渡る中、

いつの間にか皆さんが踊り連の後ろに加わっていた姿。誰かに言われたのではなく自然と身体

が動き始めたのでしょう。あの瞬間、皆さんの体の中にこの地で脈々と受け継がれてきた伝統

という文化が、踊るという行為として表出されたのだと感じました。皆さんには帖佐という誇

るべきふるさとがあります。５０年後に帖佐小学校が２００周年を迎える時、皆さんが地域の

中心となり盛り上げてくれることを望みます。 

 

もう一つ。「自分は自分の主人公 世界でたった一人の 自分を創る責任者」。これは東井義

男さんという方が作られた、私がずっと大切に思い続けている詩の一節です。あなたは自分の

人生の主人公。多くの仲間と関わりながら、なりたい自分を探し続け、素敵な物語を織り成し

ていく。物語を彩るために、学ぶこと、粘り強く取り組むこと、そして、自分だけの狭い常識 

に囚われない、しなやかな感性を培うことを大切にしてください。 

 

卒業生の皆さん、４月からは新たなステージが始まります。あなたたちは今

日、帖佐小学校を巣立ち、いつの日か帖佐という地を離れる時が来るかもしれま

せん。それでも、あなたたちの根っこは、この地に張り巡らされているというこ

とを忘れずに、自立し自己実現を図る日を楽しみにして、私の式辞とします。 

 



 

※ その他、各種保健検診等があります。 
※ 新型コロナウイルス感染症等の影響で、実施内容や時期が変更にな

る場合があります。どうぞご理解ください。 

卒業生に向けたことばではありますが、これは全ての子どもたちへのメッセージも込め
ています。ふるさとを大切に思い続ける子どもたちであってほしいという思いです。 
 
さて、卒業生と一緒に私も帖佐小学校を巣立つことになりました。保護者や地域の皆様

から拙文に感想をいただくことがあり、大変励みになりました。弱みも強みも覆い隠さず
にお伝えすることを心掛け、自分なりの思いや願いをお届けしてきたつもりです。新任校
長としてご期待に沿えないこともあったかと思いますが、充実した日々を過ごすことがで
きたのは、皆様のお陰と感謝しております。 
 
直接見ることは叶いませんが、４月６日に子どもたちが希望に満ちた表情で校門をくぐ

ることを願っています。３年間ありがとうございました。 
 
 
                                                                    

                                                                        

新年度から学校でのマスク着用等について変更点があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この他にも学習中に制限してきたことや、給食の「黙食」についても見直しを進めます。

詳しい内容は新年度になってからお知らせします。学校全体で適切な感染対策を行います
ので、ご理解・ご協力をいただきますようお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春休み期間中の休日や夜間に緊急に連絡されたい場合は、「春休み中の連絡
フォーム」にてお知らせください。右の二次元バーコードを読み取ると、フォ
ームにつながります。内容によっては学校から連絡を差し上げることがあり
ます。 

新学期からのマスク着用等について 

 
新任式、始業式、入学式 
知能検査（２・４・６年） 
標準学力検査（２～６年） 
学級ＰＴＡ 
全国学力・学習状況調査（６年） 
教育相談 
１年生を迎える会 
交通安全教室 
避難訓練（地震→火災想定） 

【４月】  
  ６日（木） 

８日（土） 
11・12 日 
１２日（水） 
１８日（火） 
17～26 日 
１９日（水） 
２０日（木） 
２６日（水） 

入賞おめでとうございます！ 

【帖佐仮面ニックネーム募集】 
  命名「ちょうさ丸」  ２年  碩 洸大朗さん 
【新聞よむのびコンクール】 

販売所長賞      ５年 浦門 みやびさん 
           「今とはちがう！鹿児島の城」 

 

４・５月行事予定 

 
見守り隊発足式 
体力テスト（５・６年） 
授業参観、ＰＴＡ総会 
教育実習（～６月９日） 
避難訓練（声掛け事案） 
春の一日遠足（１～４年） 

【５月】  
  ２日（火） 
１２日（金） 
１７日（水） 
２２日（月） 
２４日（水） 
２６日（金） 

春休み期間の学校への連絡について 

素敵なニックネームをつ
けてくれてありがとうワン 

〇 子どもにも教職員にもマスクの着用を求めないことを基本とします。保護者や地域の 

皆様が来校される時も同様です。ただし、感染状況によっては検討する場合があります。 

〇 校外学習等において高齢者施設等を訪問する場合などはマスクの着用をすすめます。 

〇 学校や教職員が子どもにマスクの着脱を強いることのないようにします。 

〇 マスクの着用の有無による差別・偏見等がないよう適切に指導します。 

〇 効果的な換気、手洗い、うがいや咳エチケットなどについては引き続き指導します。 

〇 毎日お願いしていた検温記録表は求めません。 

絵 Ｎ先生 


